
【はじめに】RhD陰性患者において RhD陰性赤血球液を輸
血後に抗 Dが検出された症例は過去に何例か報告されてい
る．今回，我々は血液疾患により頻回輸血を実施している

RhD陰性患者が RhD陰性赤血球液のみの輸血後に抗 Dを
検出した症例を経験したので報告する．

【症例】78歳，女性．2016年 11月より腰椎圧迫骨折で前
医に通院していたが，貧血進行と腎機能悪化が見られ，精

査目的のため 2018年 1月に当院へ紹介となった．輸血歴な
し．出産歴あり．

【経過】貧血については輸血での対応となり，入院中には

RhD陰性赤血球液が計 6単位輸血された．入院時は不規則
抗体陰性．多発性骨髄腫の診断となり，外来で月に 1～2回
程度輸血が実施されていたが，2018年 7月に不規則抗体が
陽性となり，抗 Dが検出された．その後も輸血は継続して
実施されていたが，同年 11月に抗 Dが検出感度以下とな
ったため不規則抗体は陰性化した．しかし，2019年 1月に
再度不規則抗体が陽性となり，抗 Dが検出された．前回の
検出時に比べて酵素法で強い反応強度が認められた．また，

溶血所見は認められなかった．

【考察】RhD陰性と判定された日本人の約 10%で Delが認
められる．また，日本人の Delのほとんどが C抗原陽性で
あり，本症例でも C抗原陽性の血液が輸血されていたため，
Del血球によって感作され，抗 Dが検出されたと考えられ
た．患者は輸血歴こそないものの，出産歴はあり，以前産

生された抗 Dに二次免疫応答が生じて再活性化されたとも
考えられたが，2019年 1月の方が強い反応強度であったこ
とから，今回の一連の輸血によって抗 Dが産生されたとも
考えられた．今回，抗 Dが検出された際に C抗原陰性血の
選択も考慮したが，血液資源の有効利用のため，ランダム

で Rh陰性赤血球液を輸血したが，溶血所見は認められず，
本症例においては Del血球による溶血は起こらなかったと
考えられた．
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